僕が 先日 都 新聞に 書いた 感想の なかで、 「新劇 を 面 

白く する」 方法と して、 大ざっぱな 個条 を いくつか 挙 

げた 中に、 「稽古 は少 くと も 二 ヶ月 間 ぶっ通しで やる 

こと」 とい ふ 一 ケ条が ある。 それにつ いて、 今更で は 

ない が、 そこ ここで 疑問 を 抱く 人が あり、 坪 内 士行氏 

など も、 P • C とい ふ パンフレットで この 問題に 触れ 

て をら れ るの をみ た。 

非常にお 世辞の いい 同氏の 反駁 を、 僕が 取 立てて か 

れ これ 云 ふ 筋合で もな し、 殊に、 演出に 関する 興味 あ 

る 一家言 は、 僕 を 首肯せ しめる に 足る ものであった。 

僕 も、 さう 云へば、 数ケ月 前、 本誌 (「劇作」) 上で 「演 



出に ついて」 とい ふ 一文 を 草し、 坪 内 氏のお 考へ にな 

つて ゐる やうな こと を、 別の 角度から、 もっと 堅苦し 

く 述べ ておいた やうに 思 ふ。 

さて、 演出の 問題から、 当然、 稽古の 問題に は ひら 

ねばなら ぬが、 これ は 演出 を 論ずる よりも 一 層 困難で 

あって、 理由 は、 いふまで もな く 僕に 「俳優と しての 

経験」 がない からで ある。 しかし、 今日の 日本の 情勢 

では、 やはり、 作家が 演出 を 引受け、 心理学者が 劇評 

を やり、 翻訳家が 戯曲 史を 説き、 とい ふ 風に でもし な 

ければ、 誰もなん にもし ない ことにな りさう である。 

そこで、 は、 夙に、 ^優の 演技に ついて 論じ、 劇団 



れる 若干の 人々 を 集めて 一 劇団 を 結成した と 仮定し、 

その 劇団 は、 経済的に 独立す る 必要と 抱負の 下に、 少 

くと も 一 興行に 一 万人 以上の 観客 を 吸収す る 方針で 万 

端の 準備 を 整へ る。 

演し物 は 一本 立、 都合に よって は 開幕 劇 を 添へ る。 

演出 は、 原則として 僕の 所謂 「批評 的 演出」 による。 

(勿論、 場合により、 個々 の 俳優に 応じて、 指導 的 乃至 

協議 的 演出の 方法 を 並用す る こと) 

そこで、 本読みに よって 稽古 を 開く。 

配役 を 発表して から、 一 週間、 台本た る 戯曲の 全般 

的 研究。 役々 に関する 必要なる 解説 及び 各人 物 構成 上 



の 注意 (モデル 選択の 方針 又は 職業的 習癖の 観察 事項 

等 を 含む) —— この 期間 は、 毎日 読み合せ を 一 回づっ 

行 ふ。 

第二 週、 第三 週。 主として、 「白」 の 言 ひ 方。 (この 

プログラム は 演出家 の 目指す 標準 如何 によって 決せら 

れ る。) 

第 四 週。 立 稽古 開始。 主として、 動きの 研究。 一 日 

一 幕の 割合。 

第五 週。 白、 表情、 科、 動きの 全体 的 統一。 

第 六 週。 白、 表情、 科、 動きの 部分的 工夫 及び 練磨。 

この間、 演出家 は 主として、 舞台の リズム を 正確に 測 



定し、 演技の ト オン を 最高 度に 引上げる 努力 をす る。 

第 七 週。 部分的 仕上げ —— 特に 重要な 場面、 困難な 

場面の 仕上げ。 未熟な 俳優の 特別 指導。 音楽 及 音響 効 

果 との 関係。 

第 八 週。 メェ キャップ、 コス チュウ ム、 小道具 しら 

ベ を 兼ねて、 本舞台 を 使用す る 稽古。 

第 八 週の 終り、 又は 第 九 週 目に 舞台稽古。 少く とも 

三回。 

稽古の 時間 は、 一 日 三 I 五 時間。 但し、 稽古の 時間 

だけ 「稽古」 する のでない こと は 勿論で ある。 俳優 各 

自は、 台詞 を 覚え込む ばかりでなく、 前日の 稽古に よ 



ので ある。 脚本 は 俳優に 人物 A を 提供す る。 俳優 は 舞 

台に 人物ん を 運んで 行く ので ある。 A と 九との 間に は、 

文学から 演劇に 通ず る 歴史の 経過が ある。 即ち、 作家 

的 空想から 俳優 的 空想への 推移で あり、 発展で ある。 

戯曲の 再現と はこの こと を 云 ふの だ。 過去の 新劇 は、 

畢竟、 舞台より、 この 俳優 的 空想と、 その 表現の 自発 

性 を 促す かの 大切な 感受性 を 排除して ゐ たの だ。 芝居 

として 面白くな いのは 当然で ある。 同時に、 日本の 演 

出家が、 常に 俳優の 指導者た らんと して、 しかも 真の 

俳優 を 作り 得なかった 原因 は、 演劇 論 的に この 認識 を 

欠いた 結果に 外ならぬ。 



点 に 研究 熟練 の 重心 をお くこと が 肝腎で ある。 演出家 

も 亦、 現在に 於て は、 俳優 相互の 有機的 関係 を統 一規 

整す る 一方、 進んで、 人物の 構成 を 文学的 解釈に 委せ 

ず、 俳優の 「空想」 を 拡大 させ、 この 感受性 を 助長 さ 

せる ために、 あらゆる 暗示と 鞭撻 を 与へ る 用意が なく 

て はならぬ。 

二 ヶ月 は、 かくの 如くに して、 瞬く間に 過ぎ去る で 

あらう。 ( 一 九 三 四 • 四) 
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